
簡単操作ガイド３（基線ベクトル点検計算） 

 

メニュー画面 

この画面のボタンから各機能、各シートを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 入力値クリア 

メニューの「入力値クリア」をクリックして、前回入力値を消去します。 

 

Ⅱ ジオイド・モデル更新 

最初に座標系を入力します。 

前回のｼﾞｵｲﾄﾞ取込時の座標系が今回と違う場合にクリックして画面の案内に従って操作します。 

 

Ⅲ セミダイナミック par ﾌｧｲﾙ起動・取込 

取込み済みの par ﾌｧｲﾙの年度が、今回使用する年度と違う場合はクリックして画面の案内に従って操作しま

す。 

 

Ⅳ 三次元網ﾌｧｲﾙから転記入力 

三次元網ﾌｧｲﾙに入力ﾃﾞｰﾀがある場合はクリックして、既知点・新点・観測ﾃﾞｰﾀを自動入力します。 



Ⅴ 基本入力 

5-1「基本入力」をクリックし、入力 1 シートを選択します。（水色のセルに入力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 【ｾﾐﾀﾞｲﾅﾐｯｸ補正入力】 

・「あり」又は「なし」を選択入力します。 

 

5-3 【与点データ入力】 

・水色のセルに入力します。（他の項目も同様） 

・通常、点番号は北方向から順番に 301 から連番を入力します。 

 

5-4 

 【新点データ入力】 

・通常、点番号は選点順に 1 から連番を入力します。 

 

5-5【セッション名入力】 

・全てのセッション名を入力します。 

 

5-6【基線ベクトル・セッション名入力】 

・全ての基線ベクトル・セッション名を入力します。 

 

5-7【本ｼｰﾄ入力後に押してください】 

・他のｼｰﾄで点番のﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄを有効にするためにクリックします。 

 

※項目Ⅳの操作を行った場合は、5-3～5-4、5-6 の出発点・到着点・基線ベクトルは自動入力されます。 

 

 

 



Ⅵ 環閉合入力 

6-1「環閉合入力」をクリックし、入力 2 環シートを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-2 環番号と入力 1 シートの基線ベクトル番号を入力します。 

 

 

Ⅶ 重複入力 

7-1「重複入力」をクリックし、入力 3 重複シートを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-2 入力 1 シートの基線ベクトル番号を入力します。 

 



Ⅷ 電子基準点間結合入力 

8-1「電子基準点間結合入力」をクリックし、入力 4 結合シートを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-2 始点と終点成果の点番号と入力 1 シートの基線ベクトル番号を入力します。 

 

Ⅸ 点検計算実行 

メニューの「点検計算実行」をクリックして、点検計算を実行します。 

 

Ⅹ 三次元網ファイルへ転記入力 

三次元網ﾌｧｲﾙに本ﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀを自動入力する場合はクリックして画面の案内に従って操作します。 

 

Ⅺ 各シート出力 

・印刷するシート選択→左上の丸いボタンをクリック→印刷クリック→印刷部数等入力→OK クリックする

と印刷します。 

 

帳票はエクセル上では部分的に色がついていますが、白黒で印刷されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅻ ファイル保存 

・メニュー画面の左上の丸いボタンをクリック→名前を付けて保存→「Excel バイナリブック」クリック→

保存先選択・ファイル名入力→保存クリック 

 

 

 

 

 


